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１．はじめに
　本年10月28日（土）と11月29日（水）に2020年の
東京オリンピック・パラリンピック競技大会まで
1000日を切り、各地ではイベントが開催されるなど、
少しずつ東京五輪に向けて雰囲気が醸成されつつあ
る。こうした中で、1964年の東京オリンピックにつ
いて簡単に振り返ると、各種資料や当時を知る方か
らの話を聞いても国民的なイベントであったことが

うかがわれ、東京、ひいては日本において様々な影
響を与えたといわれる。五輪の単発的なイベントに
とどまらない長期的でポジティブな影響を、国際オ
リンピック委員会（IOC）は「レガシー」と称してお
り、IOCが最も力を入れているものの一つとされて
いる。1964年の東京五輪におけるレガシーの例とし
ては、オリンピック関係のスポーツ施設に加え、「東
海道新幹線」や「首都高速道路」が整備されたことや、
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ピクトグラム（案内標識）が普及するなど、まず社
会インフラの変化が指摘されている。また、ソフト
の影響として、「ママさんバレー」とか「スポーツ少
年団」のようなスポーツ文化的なものもあれば、経
済・産業面へのレガシーも指摘されており、亀倉雄
策氏のポスターを通じてデザイナーが職業として着
目されたほか、IBMのビックデータセンターなどの
情報システムの重要性が着目されるなど、スポーツ
関連分野だけではなく、東京五輪によって様々な産
業界にその影響が波及したという。
　戦後に急成長を遂げていた当時に比べて、「失わ
れた20年」といわれている現在において、当時のよ
うなレガシーは生まれるのだろうか。また、当時よ
りも価値観は多様化しており、人々はスポーツに関
心を持ち続けているのだろうか。そして、2020年の
東京五輪は国民的なイベントになるのだろうか、そ
のような東京五輪に対する疑問は尽きない。実際に、
スポーツに関心がある人々の規模を測る手段として、
一つの切り口としてスポーツに取り組む人からみて
いくことが考えられる。文部科学省によると、スポー
ツ人口は長期的に増加してきているが、直近では減
少してしまった。データの出展の連続性が無いため
確定的なことは言いにくいが、スポーツ以外の関心
も高まっていることも一つの要因ではないだろうか。
　宇野など（2015）はスポーツが好きな人以外も五
輪を楽しめるように、サブカルチャーの「文化祭」
のような構想を提案している。価値観が多様化して

いる中で、スポーツだけで国民的なイベントに昇華
できるのか疑問が残ることから、こうした提案は納
得感もある。
　こうした価値観が多様化している中で国民と五輪
を繋げるような可能性として、本稿では「ゆるス
ポーツ」（商標登録第5851480号）を紹介したい。なお、
本稿の執筆にあたっては、一般社団法人世界ゆるス
ポーツ協会の理事／事務局長の萩原拓也氏に多大な
協力をいただいた。

２．「ゆるスポーツ」とは何か
　「ゆるスポーツ」とは、「年齢・性別・運動神経に
関わらず、だれもが楽しめる新スポーツ」のことを
指し、一般社団法人世界ゆるスポーツ協会などに
よって、創作されたものだ。代表的な「ゆるスポー
ツ」としては、ボールが赤ん坊のように泣く「ベビー
バスケ」、声に反応する紙相撲「トントンボイス相
撲」、イモムシになりきってラグビーをする「イモ
ムシラグビー」などがあげられ、2017年11月末日現
在では31のスポーツがウェブサイトで公開されている。
　この「ゆるスポーツ」はじわじわと広がり、各種
報道でも取り上げられ、開始から２年ほどで数万人
が「ゆるスポーツ」を楽しんでおり、それらを支える、
スポーツの考案する人（スポーツクリエイターと
呼ばれる）、映像やロゴなどのアートディレクター、
スポーツ器具のものづくりに携わる人など、協力す
る人はすでに約200名を超えているという。

図表１　成人の週１回・週３回以上運動・スポーツを行う者の割合の推移
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